
　文部科学省は毎年４月に、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策や学校の学習指導の充実に役
立てることを目的に、すべての小学６年生と中学３年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」を実施していま
す。令和４年度は、国語、算数・数学に加えて、小中学校ともに理科の調査が実施されました。
　宍粟市では、この結果を分析し、明らかになった課題を克服するために、小中学校が連携して学力向上に向け取
り組んでいます。家庭や地域においても、ご協力をお願いします。

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果
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【中学校・国語】本市生徒の傾向と課題
○ 文に即して漢字を書くことができています。
○ 物語文における、「比喩」の意味や使い方が理解でき

ています。
△ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確

にして書くことに課題が見られます。また、無解答
率も高くなっています。

△ 場面と場面、場面と描写を結びつけて、内容を解釈す
ることに課題が見られます。また、無解答率も高く
なっています。

【小学校・国語】本市児童の傾向と課題
○ 文や文章の中で漢字を正しく使うことができていま

す（例：「したしむ」→「親しむ」）。
△ 文章から必要な情報を見つけることに課題が見られ

ます。
△ 文章からよい点や問題点を見つけることができて

も、それを踏まえて自分の考えをまとめることに課
題が見られます。

△ 物語の中の表現が、読み手にどのような印象を与え
るかを考える点に課題が見られます。

　この調査により測定できるのは学
力の一部であって、結果の数値など
は児童生徒の学力の全てを表すもの
ではありません。宍粟市ではこの調
査結果を一つの目安として、課題を
検証し、引き続き児童生徒の学習状
況や学習指導の改善に取り組んでい
きます。

（１）調査人数　小学校６年生【285 人】中学校３年生【291 人】
（２）調査内容
  ア　教科に関する調査
　　  ・小学校６年生【国語、算数、理科】
　　  ・中学校３年生【国語、数学、理科】
  イ　児童生徒質問紙調査
　　  ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面などに関す

る質問

問 学校教育課　 63-3118

調査の概要

児童生徒の学習状況（各教科の平均正答率）1

教育委員会からの別冊です。
広報紙からはずしてご覧ください。別冊
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全国学力・学習状況調査の結果 1



　宍粟市の各教科の平均正答率は、中学校では全国と比較していずれもプラスマイナス５パーセントの
範囲（全国平均と同程度）にありましたが、小学校では全国平均を５パーセント以上下回りました。学校
では、授業改善をはじめとする指導方法や指導体制の工夫改善に努めます。特に、国語では、言葉を大

切にした授業づくり、算数・数学では、数学的なデータや要素を用いて文章を作ったり説明したりすること、理
科では、観察や実験などを通じて得られた証拠や理由を書く、などの取り組みの継続・積み上げが大切です。
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【中学校・理科】本市生徒の傾向と課題
○ 空の様子を撮影した画像と観測データを関連づけ

て、天気の変化を分析することができています。
○ 実験の結果が考察の根拠となるか検討し、実験の計

画を考えることができています。
△ 実験結果のグラフを見て、比例かそうでないか判断

するために、実験をどう改善するかを考え、説明する
ことに課題が見られます。また、無解答率も高くなっ
ています。

【小学校・理科】本市児童の傾向と課題
○ 昆虫の体のつくり（特徴）について理解できていま

す。
○ 実験器具（メスシリンダー）の使い方が理解できてい

ます。
△ 実験の結果を考察する問題の無解答率が高く、自分

の考えを持ち、その内容を文章で表現することに課
題が見られます。

△ 身の回りの事象・現象について、自分なりに見通し
を持ったり、問題解決への道筋を構想したりするこ
とに課題が見られます。

中学校３年生　数学 小学校６年生　算数

【中学校・数学】本市生徒の傾向と課題
○ 自然数を素数の積で表すことができています。
○ 予想がいつも成り立つとはいえない場合があること

が理解できています。
△ 図形の合同を例に、確率の問題について、「くりかえ

しの試行によって得られる数は、一定の値に近づい
ていく」という、確率の意味の理解に課題が見られ
ます。

△ グラフの情報を比較して説明することに課題が見ら
れます。

△ 三角形の合同の証明について、見通しを持って証明
することに課題が見られます。また、無解答率も高
くなっています。

【小学校・算数】本市児童の傾向と課題
○ かけ算やわり算など、基本的な概念や性質などの理

解や計算技能の習得については、全国平均並みと
なっています。

△ 割合の問題について課題が見られます。百分率とは
何かという、割合の基礎的な部分の理解が定着して
いないことがうかがえます。

△ 答えの求め方を言葉や式を使って書く問題では無解
答率が高く、正答率も低くなっています。
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学校に行くのが楽しい

　児童生徒の生活習慣と学力には、相関関係があるといわれています。質問紙調査内容について、学力調査の
平均正答率と相関関係が見られた、ゲームをする時間と家庭での読書の時間について、「国語の正答率」を参考
にお知らせします。

　学校では、引き続き、新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、子どもたちの豊かな学びのために、教職
員が協働し、学習活動や学校行事を工夫して取り組んでいます。学力調査とともに実施された児童生徒の質
問紙において、学習状況も含めた特徴的な項目をお知らせします。

　普段（月曜から金曜）、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォ
ンを使ったゲームも含む）をする時間が短いほど正答率が高い傾向が見られます。SNS や動画を視聴
する時間についても、同様の傾向が見られます。これは、算数・数学、理科についても同じです。

　また、家で読書をする時間（月曜から金曜）を「１時間以上読む」と回答した児童生徒と「全く読まない」と回答し
た児童生徒では、「１時間以上読む」と回答した児童生徒ほど正答率が高い傾向が見られ、特に小学校ではこの差
が顕著に見られました。読書習慣の確立とともに、ゲームや SNS、動画の視聴等の時間のルールを作ってきちん
と守ることも大切です。

　このほか「人が困っていたらすすんで助けている」や「いじめはどんな理由があってもいけないことだ
と思う」と答えた児童生徒の割合は、全国平均値と比べて高い結果が出ています。学校や家庭・地域で
のさまざまな場面を通して、子どもたちは良好な人間関係を築き、相手を思いやる気持ちを育んでい

ることがうかがえます。今後も、子どもたちに寄り添い、学校と家庭・地域の連携を強め、子どもたちの健やか
な成長を図ることが大切です。

生活習慣と学力の関係（質問紙調査から）3

学校での生活（質問紙調査から）2
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　「学校に行くのが楽しい」と答えた児童生徒の割合は全国
平均値と比べ中学校３年生では 7.1 パーセント、小学校６年
生では 8.8 パーセント高く、本市では多くの子どもたちが楽
しみながら学校生活を送っている様子がうかがえます。ま
た、「友だちと協力するのは楽しいと思いますか」などの質問
事項に対して、「そう思う」と回答した児童生徒の割合も全国
平均を上回っています。
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普段（月曜から金曜）、家で勉強を 2 時間以上している 　「普段（月曜から金曜）、１日あたりどれくらいの時間、勉強
をしますか」との質問について、２時間以上と答えた児童生
徒の割合は、全国平均値と比べ中学校３年生では 11.5 パー
セント、小学校６年生では 6.6 パーセント下回っています。
休日についてもほぼ同様です。学校では、家庭学習を習慣化
させるために、宿題の量だけ増やすのではなく、子どもが主
体的に家庭学習に取り組む内容となるよう工夫が必要です。

中学校３年生　国語
（ゲームをする時間に対する正答率）

小学校６年生　国語
（読書をする時間に対する正答率）
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学校・家庭・地域が協力して、子どもたちの学力向上にむけて一緒に取り組みましょう！
❶　教育委員会では、引き続き教員が子どもたちの学力保障をはじめとする、学力向上のための授業改

善や日々の教育実践に取り組むことができるよう、上記の提言をまとめて学校に周知します。
❷　自分で計画を立て、家庭学習に取り組むことができている児童生徒ほど正答率が高いです。学校での学習とと

もに、家庭での学習習慣の確立が重要ですので、学校と家庭が連携して取り組みましょう。
❸　家庭では、テレビやインターネット・ゲームなど、メディア機器を使う時間のルールを作ってきちんと守るな

ど、基本的な生活習慣の確立をお願いします。また、家庭での読書も習慣化するようにしましょう。
❹　「自分が住んでいる地域の行事に参加している」と回答した児童生徒は、今年度も全国平均を大きく上回ってい

ます。子どもたちが、住んでいる地域を大切にする心を育んでいくためにも、学校・家庭・地域のつながりを
大切にしていきましょう。

　宍粟市教育委員会は、令和５年１月６日、山崎文化会館で教育研究大会を開
催しました。
　子どもたちの学力分析に取り組む「しそう学力向上検討委員会」からの報告
があり、各教科部会（国語部会、算数・数学部会、理科部会）と、学習・生活状況
調査部会のメンバーが、本年度実施された「全国学力・学習状況調査」につい
て分析し、学力向上へ明らかになった課題とその改善方策のポイントなどを
提言しました。また、大会の後半には、「学力の樹を育てる～子どもたちの豊
かな学びのために～」と題して、学識経験者による講演も行いました。学力格
差を生む社会的背景の現状、また、子どもたちの学力の「底上げ」「下支え」の必
要性など、会場に参加した幼稚園・保育所・こども園を含む市内教職員と、学
校からオンラインで参加したすべての教職員が、課題を共有し理解を深めま
した。

学力向上に向けての取組4

【学力向上にむけた授業改善のポイント】～各部会からの提言より～

　今年度は、教科ごとに専門的な知見を持った学識経験者から助言を受けながら、課題分析や授業改善の取り
組みについて、小中学校の教員が協力して研究を進めています。今後はこれらの提言にもとづいた授業改善
に取り組みます。ここでは教育研究大会で各部会から提起された提言の一部を紹介します。

【国語部会】
・国語は「言葉の学習」です。説明文や物語文も、必ず書

かれている文章を大切にして、「言葉にこだわる」授業
をしよう。

・中学校では、特に言葉を「根拠」とした学習活動となる
ように授業を工夫しよう。例えば「こう書いてあるか
ら、自分はこう考える」といった考え方を身に付けさ
せ、生徒同士の交流や文章力の向上につなげよう。

・どの教科でも、話し合い活動においては、何について話
し合うのか、「テーマ」や「論点」をはっきり示そう。

【算数・数学部会】
・買い物や学校での生活の場面を取り入れるなど、ふだ

んの生活と関連した授業づくりをしよう。
・子どもが問題文の内容をきちんと把握するよう、文章

の内容を子どもと一緒に整理しよう。
・算数・数学的な書き方ができるよう、表やグラフなど

を使って表現する工夫を取り入れよう。
・問題を解くための筋道を教師が言わず、子どもに考え

させる時間をつくろう。どんな計算や道具を使うのか
も、子どもに考えさせよう。

【理科部会】
＜小学校＞
・観察や実験をしたあとは、子どもにしっかり考えさせ

よう。（主張、証拠、理由が書けるようなワークシート
を活用しよう。）

＜中学校＞
・「科学のおもしろさが実感できる」授業づくりをしよう。
・観察や実験をしたあと、子どもにしっかり考えさせる

活動を、小学校から継続し取り組ませよう。
・生徒が自ら学習を進められるよう、学びの過程をルー

ティン化させよう。

【学習・生活状況調査部会】
・スマートフォンやゲームに依存しないよう、各中学校

区で学校と家庭が連携して、メディア機器を使うとき
のルール作りに取り組んでみよう。

・子どもたちが自ら課題を見つけ、主体的に取り組むよ
うに、小中学校で総合的な学習の時間など、探究する学
習を充実させよう。

教育委員会からの別冊です。
広報紙からはずしてご覧ください。別冊
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